身体の非実在性がもたらす超次元的経験の諸相について : 「うつる」という概念を手がかりに by 奥村 雄樹
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にあるような更なる探求は今後への課題、または期待として留保されている。とはいえ、奥村自身の柔
軟であり明快な姿勢は評価に値する。審査員一同、論文・研究作品ともに課程博士学位に相応しいもの
として非常に高い評価をするものである。 
 
 
